
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

第38号

平成26年12月1日発行 視覚に障がいのお持ちの方等で、広報誌
の音訳テープを聞いてみたいと思われる方
は、社会福祉協議会までお問合せ下さい。

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお寄せ下さい。

12月1日～12月31日までの期間、全国一斉に
歳末たすけあい募金運動が展開されます。新たな
年を迎えるこの時期に、支援を必要とする人たち

が地域で安心して暮らすことが
出来るよう、住民のあたたかな
気持ちを広げる運動に、ご理解、
ご協力をお願い致します。

能美市共同募金委員会

「人と人とのつながりって大切! 」～そのつながりを育むために～

目次

2P～3P 石川県社会福祉大会・あたたかい地域づくりの会中間報告
3P 地域福祉委員会活動ヒント探し講座・地域福祉委員会特集
4P 中学生によるふれあい訪問開催

こころに寄り添える人づくり講座参加者募集
在宅介護者のつどい開催・歳末助け合い入札展

5P ほっとあんしんサロン・ぬくもりサロン
絵本カフェ開催・社協会員会費募集状況・会費納入一覧

6P 相談日のお知らせ･これからの予定･寄付御礼
7～8P 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

地域福祉推進のマスコット
のみんちゃん

辰口地区会場
（9月18日㈭ 辰口健康福祉センター）

根上地区会場
（9月25日㈭ 根上学習センター）

寺井地区会場
（9月24日㈬  寺井地区公民館）

3地区で地域福祉の活動者の意見交流会を開催しました



第
63
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
知
事
表
彰

 

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者（
２
名
）

山
本
幸
一
郎（
湯
寿
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

田
中

　琴
永（
湯
寿
園
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
・
活
動
団
体（
５
団
体
）

■
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

　ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り

 

（
代
表
：
重
野
栄
子
　
会
員
数
：
12
名
）

福
祉
施
設
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
訪
問
し
、ア
ロ
マ
の

香
り
と
効
能
を
利
用
し
た
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ

り
、高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
実
施
し
て
い
る
。

■
こ
ぶ
し（
拳
）の
会（
代
表
：
市
村
紀
美
代
　
会
員
数
：
14
名
）

福
祉
施
設
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
訪
問
し
、唄
や
踊
り
の

披
露
や
、能
美
市
の「
い
き
い
き
の
び
の
び
体
操
」の
実

践
等
を
通
じ
た
、ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

■
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル 

ス
マ
イ
ル
＠
カ
フ
ェ
リ
バ
テ
ィ

 

（
代
表
：
柴
田
令
江
　
会
員
数
：
14
名
）

乳
幼
児
を
も
つ
親
に
子
育
て
を
応
援
す
る
仲
間
づ
く
り

と
し
て
、出
会
い
や
情
報
交
換
の
場
を
創
出
し
て
い
る
。

■
お
は
な
し
の
会Tw
inkle

（
代
表：小
西
彰
子
　
会
員
数：５
名
）

児
童
や
高
齢
者
の
施
設
へ
訪
問
し
、読
み
聞
か
せ
を
通

し
た
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

■
カ
ナ
リ
ア
の
会（
代
表
：
西
谷
絹
子
　
会
員
数
：
17
名
）

福
祉
施
設
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
訪
問
し
、童
謡
、唱

歌
等
を
披
露
し
な
が
ら
、ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
表
彰

 

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者（
４
名
）

加
藤

　哲
治（
佛
子
園
）

中
田
奈
津
恵（
　
〃
　
）

中
川

　一
郎（
　
〃
　
）

小
西

　好
範（
湯
寿
園
）

社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等（
2
名
）

矢
尾

　吉
雄（
能
美
市
遺
族
会
）

海
道

　伸
子（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
・
活
動
団
体（
４
団
体
）

■
能
美
市
介
護
を
考
え
る
会（
代
表
：
小
山
嘉
孝
　
会
員
数
：
37
名
）

介
護
者
の
心
に
寄
り
添
い
、精
神
的
負
担
を
和
ら
げ
る
活
動

と
し
て「
ほ
っ
と
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン
」を
開
設
し
た
り
、介
護

の
理
解
を
深
め
る
為
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

■
能
美
市
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　た
ん
ぽ
ぽ

 

（
代
表
：
藤
本
幸
子
　
会
員
数
：
26
名
）

視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
の
為
に
、各
種
広
報
誌
の
音
訳

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

■
高
坂・根
上
町
緑
を
守
る
会（
代
表：北
村
共
二
　
会
員
数：32
名
）

学
校
や
地
域
と
連
携
し
、体
験
活
動
を
通
し
た
環
境
保

全
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

■
歌
と
踊
り
の
響
の
会（
代
表
：
川
崎
和
恵

　
会
員
数
：
32
名
）

定
期
的
な
施
設
訪
問
で
、凝
っ
た
衣
装
や
演
出
に
よ
る

歌
や
踊
り
を
通
し
た
交
流
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 
11
月
13
日
㈭
、石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
約
６
０
０
名
の
参
加
の
も
と
、

第
63
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、こ
れ
ま
で
、多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
82
団
体

３
２
０
名
に
対
し
、社
会
福
祉
功
労
者
等
知
事
表
彰
、並
び
に
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、表
彰
式
の
後
に
は
、人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
見
た
あ
と
、小
谷
あ
ゆ
み
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）に
よ
る「
い
つ
ま

で
も
イ
キ
イ
キ
！
楽
し
く
生
き
て
こ
そ
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、能
美
市
関
係
の
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、第
２
次
能
美
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
２
年
目
の

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
に
寄

り
添
え
る
人
づ
く
り
委
員
会
」「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
委
員
会
」「
支
え
あ
い
の
し
く
み
づ
く
り
委
員
会
」

の
活
動
報
告
を
受
け
、計
画
全
体
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認

す
る「
あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
の
会
」で
は
、全
体
を
な

が
め
て
、今
後
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
の
主
体
性
や
活
動
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
に
評
価
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
の
会 

（
敬
称
略
）

　
会

　長
　
吉
田
　
良（
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
え
る
人
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
）

　
副
会
長
　
喜
多
　
泉（
支
え
あ
い
の
し
く
み
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
）

　
理

　事（
委
員
会
名
略
）…
栗
山
よ
し
み
、宮
田
明
、小
川
久
美
、

松
木
茂
、川
岸
有
紀
、清
水
奈
津
美
、青
山
信
久

◆
評
価
委
員
会

　委
員
長
　
高
塚
亮
三
、副
委
員
長
　
西
川
方
敏

　「
あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
の
会
」で
は
、多
く
の
市
民
の

方
々
に
、豊
か
な
福
祉
感
を
理
解
し
、共
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、各
委
員
会
の
活
動
や
、市
内
の
多
様
な
福
祉
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

期
間
　
平
成
27
年
２
月
28
日
㈯
〜
3
月
8
日
㈰
　

会
場
及
び
内
容
の
詳
細
は
1
月
下
旬
に
全
戸
配
付
す
る
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
民
の
方
々
が
自
由
に
見
学
し
た
り
、参
加
し
た
り
、語
り
合
っ
た
り
で

き
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
２
次
能
美
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
の
会

平
成
26
年
度 

よ
ろ
っ
さ 

や
ろ
っ
さ 

つ
な
ご
っ
さ

春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
!

能
美
た
す
か
っ
た
わ
〜
大
賞
も
大
募
集
し
ま
す
！ 

助
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
グ
ッ
と
き
た
こ
と
を
百

文
字
で
表
現
し
て
下
さ
い
。 

詳
細
は
全
戸
配
布
に
て

2



下
徳
山
地
域
福
祉
委
員
会

　
平
成
20
年
7
月
1
日
に「
下
徳
山
地
域
福
祉
委
員
会
」が
発
足
し
ま
し
た
が
、

実
質
こ
の
6
年
間
は「
地
域
福
祉
」と
い
う
領
域
に
は
疎
遠
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、今
年
度
は
、「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し

講
座【
入
門
編
】」の
開
催
の
案
内
に
、誘
わ
れ
る
ま
ま
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。初
回
講
座
の
講
師
・
内
慶
瑞
金
城
大
学
教
授
の
話
の
内
容
が
、私
の
心

の
琴
線
に
す
ご
く
共
鳴
し
ま
し
た
。そ
の
共
鳴
の
一
つ
が「
諸
刃
の
剣
…
個
人
情

報
保
護
法
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
こ
の
法
の
檻
に
囚
わ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
の
語
り
掛
け
で
し
た
。肝
心
の「
下
徳
山
地
域
福
祉
委
員
会
」の
活
動
は
正
直

こ
れ
か
ら
で
す
。

　
先
般
、9
月
25
日
に
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で
座

談
会
の
よ
う
に
話
し
合
い
ま
し
た
。ま
ず
町
内
の
危
険
個
所
の
情
報
交
換
が
話
題

に
な
り
、次
に
日
頃
の
人
々
の
集
う
場
の
事
を
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
畑

仕
事
の
場
や
27
日
講（
浄
土
真
宗
の
月
1
回
の
お
参
り
）、「
の
み
活
倶
楽
部
」な

ど
が
、人
々
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
結
構
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。ま
た
、新
し
い
二
つ
の
住
宅
団
地
と
の
交
流
や
、そ
の
声
か
け
な
ど
の
課
題
が

出
て
き
ま
し
た
。と
に
か
く
す
べ
て
の
要
は「
隣

人
」で
す
。そ
の
隣
人
同
士
で
班
組
み
し
、各
班

毎
に
世
話
役
・
ま
と
め
役
を
お
く
わ
け
で
す
。

　
で
も
あ
せ
ら
ず
、ま
と
め
役
同
士
の
話
し
合

い
の
場
を
持
つ
事
を
進
め
て
、そ
の
場
で
の
個

人
同
士
の
共
振
が
活
動
の
大
切
な
潤
滑
油
に
な

る
よ
う
に
、現
在
、下
徳
山
で
行
っ
て
い
る
行
事

を
大
切
に
し
な
が
ら
、見
守
り
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
今
後
、

町
会
行
事
の
際
、福
祉
の
味
付
け
は
、高
齢
者
だ

け
で
な
く
、若
年
層
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 
（
下
徳
山
町
会
長
・
山
田
省
祖
）

地域福祉
委員会

特集!

地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座
の
報
告

木原孝久（住民流福祉総合研究所
長）より「すでにある住民のつなが
りを生かして支え合おう」

のみ活倶楽部での様子

入
門
編

（
7
月
24
日~
10
月
23
日

　全
5
回
開
催
）

　
地
域
福
祉
委
員
会
の
活
動
を
進
め
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
、「
入

門
編
」は
、地
域
福
祉
と
地
域
福
祉
委
員

会
の
活
動
の
意
義
を
理
解
す
る
講
義
と
実

習
を
行
い
、地
区
ご
と
の
意
見
交
流
会
を

経
て
、10
月
23
日
に
閉
講
し
ま
し
た
。

　
講
座
修
了
者
36
名
は「
地
域
福
祉
委
員

会
活
動
推
進
員
」と
し
て
登
録
さ
れ
、今

後
は
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
推
進
役

と
し
て
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　修
了
さ
れ
た
方
々

　（
敬
称
略
）

任
田
悦
子（
西
任
田
町
）下
道
文
江
、中
田
よ
し
子（
以

上
下
ノ
江
町
）国
分
谷
彦
、中
西
喜
久
恵（
以
上
高
坂

町
）浜
田
澄
子
、高
塚
朱
美（
以
上
中
町
）山
崎
静
男

（
山
口
町
）棚
田
佳
子
、二
羽
一
弥（
以
上
寺
井
町
中

町
）住
田
二
三
夫（
寺
井
町
九
谷
町
）西
田
道
子
、山

田
友
美
子（
以
上
大
長
野
町
）西
田
外
志
枝（
小
杉
町
）

松
村
外
枝
、松
村
文
子（
以
上
末
信
町
）橋
田
真
砂
子

（
佐
野
町
）岡
嶋
厚
子
、加
藤
綾
子（
以
上
泉
台
町
）河

田
安
弘（
吉
光
町
）岡
田
茂
子（
三
ツ
口
町
）大
村
美

代
子（
宮
竹
町
）木
戸
幸
平（
来
丸
町
）中
　
葉
子
、

中
　
喜
子
、本
　
千
恵
子（
以
上
倉
重
町
）山
田
省
祖

（
下
徳
山
町
）東
　
喜
代
枝
、高
橋
喜
美（
以
上
下
開

発
町
）中
　
俊
明（
荒
屋
町
）本
村
康
二
、内
田
千
代

子（
以
上
和
光
台
）出
村
久
雄
、石
原
年
彦（
以
上
緑

が
丘
）片
山
良
子
、日
野
隆
子（
以
上
松
が
岡
）

実
践
編

（
9
月
19
日
〜
11
月
14
日

　全
3
回
開
催
）

　
入
門
編
講
座
修
了
者
の
い
る
町（
内
）

会
を
対
象
と
し
て
、地
域
福
祉
委
員
会
活

動
の
充
実
に
取
り
組
む【
実
践
編
】は
、「
住

民
流
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」手
法
を

用
い
て
、人
の
人
の
つ
な
が
り
や
状
態
を

確
認
し
合
う
こ
と
で
、個
々
の
問
題
を
見

つ
け
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
問
題
を
地
域

の
課
題
と
し
て
捉
え
、解
決
に
向
け
て
住

民
同
士
で
支
え
あ
い
、関
わ
り
合
う
視
点

を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。今
年
度
は
、

吉
原
町
・
末
信
町
・
吉
光
町
・
三
ツ
口
町
・

来
丸
町
・
下
開
発
町
の
6
町
会
が
受
講
さ

れ
、各
町（
内
）会
で
、住
民
流
マ
ッ
プ
作

成
を
通
し
て
、課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。さ
ら
に
次
年
度
は
解
決
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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11
月
5
日
㈬
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
調
理
し
た
お
弁
当
を
中
学
生
が
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
お
届
け
し
、
ふ
れ
あ

い
と
交
流
を
は
か
り
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
も
み

じ
弁
当
」
の
配
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寺
井
地
区
で
は
寺
井
中
学
校
の
生
徒
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
等
を
企
画
し
、
41
名
の

生
徒
に
よ
り
38
名
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅

へ
弁
当
を
届
け
ま
し
た
。
お
弁
当
の
調
理
に

は
「
ち
ど
り
会
」
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
お
弁
当
を
配
達
し
た
生
徒
は
、「
お
年
寄

り
と
ふ
れ
あ
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
弁
当
を
受
け
取
っ

た
高
齢
者
は
「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
あ
り
が
と

う
。」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
根
上
地
区
、
辰

口
地
区
は
3
月
頃

に
中
学
生
に
よ
る

「
ひ
な
弁
当
」
の

配
達
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
障
が
い
を
持
つ
方
や
そ
の
家
族
の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
講
座
で
す
。
ま
た
、
施
設
職
員
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
も
学
び
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
内
容（
会
場
）・
日
時

①『
知
的
障
が
い
』っ
て
？

日
時
：
1
月
21
日
㈬
13
：
30
〜
15
：
00

場
所
：
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
一
歩

　
　 （
宮
竹
町
イ
1
8
0

8
番
地
）

②
こ
こ
ろ
の
壁（
妄
想
・
幻
聴
な
ど
）っ
て
？

日
時
：
2
月
7
日
㈯ 

13
：
30
〜
15
：
00

場
所
：
能
美
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー「
は
ま
か
ぜ
」

　
　 （
中
ノ
江
町
と
1
0
4

1
）

③『
自
閉
症
』っ
て
？

日
時
：
2
月
20
日
㈮ 

14
：
00
〜
15
：
30

場
所
：
障
害
者
支
援
施
設「
星
が
岡
牧
場
」

　
　 （
和
気
町
ヤ
4

5
）

④〝
み
ん
な
〞で〝
み
ん
な
〞を
考
え
る
つ
ど
い

日
時
：
3
月
8
日
㈰ 

10
：
00
〜
12
：
00

場
所
：
寺
井
地
区
公
民
館（
寺
井
町
ヨ
47
）

内
容
：
受
講
し
て
、知
っ
た
こ
と
や
、感
じ
た

こ
と
を
振
り
返
り
、地
域
で
の〝
寄
り

添
う
〞活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
つ
ど
い

　
　
　

※
全
４
回
の
う
ち
、１
回
の
み
の
受
講
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　
締
切

　
平
成
26
年
1
月
8
日
㈭

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
T
e
l 

51

6
0
2
0
）

平
成
26
年
度
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
え
る
人
づ
く
り
講
座

　参
加
者
募
集

「
障
が
い
を
知
る
・
学
ぶ
〜
あ
な
た
ら
し
く
、
私
ら
し
く
〜
」

中
学
生
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
訪
問
開
催

 
11
月
11
日
の
「
介
護
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
能
美
市
寺
井
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
亀
齢
荘
に
て
、

平
成
26
年
度
『
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
』
が
開
催
さ
れ
、
御
供
田
幸
子
さ
ん
の
講
演
と
劇
団

「
花
幸
会
」
の
御
供
田
幸
子
さ
ん
と
浪
花
千
秋
さ
ん
に
よ
る
、
お
馴
染
み
の
婆
ち
ゃ
ん
コ
ン
ト

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
供
田
さ
ん
は
ご
自
身
の
体
験
談
か
ら
、「
父
の
教
え
が
生
き
て
い
く
糧
に
な
っ
た
」「
涙
は

う
れ
し
い
時
に
流
れ
る
も
の
」と
話
さ
れ
、
参
加
者
の
中
に
は
涙
を
拭
う
方
も
お
い
で
ま
し
た
。

婆
ち
ゃ
ん
コ
ン
ト
で
は
、
ど
こ
の
家
庭
に
で
も
あ

る
様
子
を
、
絶
妙
な
演
技
で
面
白
お
か
し
く
演
じ

ら
れ
、
参
加
者
の
大
き
な
笑
い
声
が
会
場
に
響
き

ま
し
た
。
今
回
、
御
供
田
さ
ん
か
ら
【
家
族
の
在

り
方
】
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
し
た
。

　
午
後
は
、
能
美
市
介
護
を
考
え
る
会
の
会
員
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
介
護
者
同
士
の
交
流
会
を

持
ち
ま
し
た
。
日
頃
の
介
護
の
悩
み
や
不
安
な
ど

を
気
軽
に
話
せ
た
こ
と
で
、「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な

い
」「
み
ん
な
も
大
変
な
思
い
で
介
護
を
し
て
い
る

ん
だ
」と
、
介
護
を
前
向
き
に
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
開
催 

〜
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
！
〜

　
能
美
市
で
は
、
12
月
5
日
㈮
〜
7
日
㈰
に
「
歳
末
助
け
合
い
入
札
展
」
が
寺
井
地
区

公
民
館
に
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
入
札
展
の
収
益
金
は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
と
し
て
、
能
美
市
共
同
募
金

委
員
会
へ
寄
附
さ
れ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
「
歳
末
時
に
市
内
で
支
援
を
要

し
て
い
る
方
々
へ
の
お
見
舞
金
贈
呈
事
業
」
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
皆
様
、
お
誘
い
合
せ
の
上
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

歳
末
助
け
合
い
入
札
展

　12
月
5
日
㈮
〜
7
日
㈰
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平成26年度
能美市社会福祉協議会　会員会費募集状況
 平成26年10月21日現在
正 会 員 個人会員 735名 735,000円

組織・団体・法人会員 74社 430,000円
賛助会員 個人 3,844名 1,934,550円

団体・企業 271社 935,000円
合計 4,034,550円

組織・団体・企業からの会費納入一覧（敬称略）
（※ほほえみ第37号の折込みチラシ以降の分）
 平成26年10月21日現在

正会員 ・辰口民生児童委員OB会
 ・ （社福）なごみの郷　能美地域活動センターはまかぜ（中ノ江町）
 ・開花亭（三道山町）
 ・㈲小坂鉄筋工業（大口町）

賛助会員 ・㈱そうごう（粟生町）
 ・加賀東芝エレクトロニクス㈱（岩内町）
 ・能美システムデザイン（緑が丘）

※ 引き続き 12月 31 日まで受け付けますので、ご協力
お願いします。

　目が見えにくい、見えなくてお困りの方
への生活に役立つ情報の提供と憩いの交流
を兼ねたサロンを、11月 18日㈫に辰口健
康福祉センターで開催しました。防災グッ
ズや日常生活用具などを実際触って体験し
ました。その後、参加者同士、日頃の思いを
語り合いました。
　2回目を、12月 16日㈫辰口健康福祉セ
ンターで開催します（送迎あり）。当日は、
オカリナの演奏があります。素敵な音色を
聴きに来ませんか。 ※事前申込要

　「能美市介護を考
える会」では、毎月
第 2水曜日の午後 1
時 30分から 3時ま
で、「ほっとあんしん
サロン」を開催して
います。

　介護を始めてストレスが溜まった、どう
したらいいか困った・迷ったなど、介護に
関する話題は勿論あります。最近は、若い
方も相談に来て下さいます。その他では、
一人暮らしの方や高齢者の方で、ちょっと
した心配ごとや誰かに聞いてもらいたい日
頃の思いを語りに来てくださる方も多くな
りました。
　楽しくて、少しは役に立つ一刻を一緒に
過ごしてみませんか。話し合った内容の個
人情報に関しては、秘密を守ります。是非、
サロンに足を運んでみて下さい。
※予約不要
ほっとあんしんサロン　　代表 深

ふか

川
がわ

 明
はる

子
こ

　8月2日㈯辰口健康福祉センターで、親子サ
ロン絵本カフェが開催されました。同日同会場
でママ達の手作りハンドメイドショップも開催
され、いろいろな手作りの品も沢山並びまし
た。参加者はお店を廻って買い求めたり、絵本
コーナーで絵本を広げるなど、親子の微笑まし
い姿が見られました。また、スタッフによる読
み聞かせやパネルシアターの上演もあり、子ど
も達は目を輝かせて見入っていました。
　カフェコーナーでは、家族やお友達と一緒に
コーヒーやハーブティを飲みながら、ゆったり
した時間を過ごしていました。

ほっと
あんしん
サロン

ぬくもり
サロン
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相談日のお知らせ
● 弁護士無料法律相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分

相談日 開催場所 問い合わせ
12月 2日㈫ 能美市健康福祉センター「サンテ」 （寺井支所　☎58－6896）
12月19日㈮ 辰口健康福祉センター （本　　所　☎51－6020）
 1月 7日㈬ 旧西任田保育園 （根上支所　☎58－4341）
 1月22日㈭ 能美市健康福祉センター「サンテ」
 2月 6日㈮ 辰口健康福祉センター
 2月18日㈬ 旧西任田保育園

平成26年12月～平成27年2月分 気軽にお問い
合わせ下さい！

● 行政書士無料相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分
相談日 開催場所 問い合わせ
1月16日㈮ 能美市健康福祉センター「サンテ」 寺井支所　☎58－6896

※弁護士無料法律相談・行政書士無料相談については、時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

● 行政書士無料特別講習会　 予約不要 （どなたでも参加できます）

相談日 開催場所 テーマ
12月18日㈭ 寺井地区公民館 成年後見制度について知りたい
 2月19日㈭ 寺井地区公民館 田畑に家を建てたい、田畑を譲りたい

※講習会後に、テーマに基づいた個別相談も開催します。 （問い合わせ先：本所　☎51－6020）

● 心配ごと相談
　午後1時30分～午後3時30分 予約不要

開催日 開催場所・問い合わせ

根上地区 毎月25日
根上窓口センター
（旧根上社会福祉センター）
（根上支所　☎58－4341）

寺井地区 毎月 5日 寺井地区公民館
（寺井支所　☎58－6896）

辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館
（本　　所　☎51－6020）

※根上地区2月は、24日㈫開催・寺井地区1月は、6日㈫開催

● 親子サロン（ママ友相談） 予約不要

開催日 開催場所

根上地区 毎週 木曜日 旧西任田保育園午前 9時30分～午後1時30分

寺井地区 毎週 土曜日 旧粟生保育園午前10時00分～午後2時00分

辰口地区 毎週 火曜日 辰口健康福祉センター午前 9時30分～午後1時30分
※根上地区　12月25日、1月1日
　寺井地区　12月27日、1月3日、2月14日
　辰口地区　12月23日、30日、はお休みです。
　2月28日㈯のみん広場を開催（辰口健康福祉センター）

● ほっとあんしんサロン
　午後1時30分～午後3時30分 予約不要

開催日 開催場所・問い合わせ
12月10日㈬
 1月14日㈬

旧西任田保育園
（根上支所　☎58－4341）

※高齢期を迎えての健康や、暮らし方の不安、また介護をして
いての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませんか。
「能美市介護を考える会」会員がスタッフとなりお待ちして
います。どなたでも、お気軽にご参加下さい。

● 介護者はればれテレフォン
　午後1時30分～午後3時30分 予約不要

開催日 問い合わせ
12月10日㈬ 専用電話（☎58－4346）

※偶数月の第2水曜日、介護をする上で心の悩みを電話でお
聞きします。

※2月はお休みします。

これからの予定 平成26年12月～平成27年3月
12月
　 1日～31日
　12日～

歳末たすけあい募金運動開始（能美市共同募金委員会）
歳末お見舞い金贈呈事業

1月予定

こころに寄り添える人づくり講座（全4回）
障がいのある方や、その家族の方からお話を聞き、理解を含め、施設職員からコ
ミュニケーション方法を学びます。（くわしくは、ホームページをご覧ください）

心配ごと相談所　相談員研修会
会場／辰口健康福祉センター

2月予定
ひな弁当ふれあい訪問（根上地区・辰口地区）
中学生が、一人暮らし高齢者などのお宅へ、ボランティアが調理したお弁当をお届けし
ます。（寺井地区はもみじ弁当として11月実施）

2月28日㈯～
3月8日㈰

よろっさ　やろっさ　つなごっさ！
　春まち　ぽかぽか　プロジェクト（1月下旬に配付するチラシをご覧下さい）

平成26年8月9日～
平成26年11月19日

ありがとう
ございました

・善田　泰夫
（岩内町）

寄付御礼
（敬称略）
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情報

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力をいただき、誠にありがとうございます。
H26.9月～ H26.11月の期間、プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介します。

若葉保育園12kg　はまなすの丘12.4kg　緑が丘保育園　56kg
寺井地区民生委員児童委員協議会13.6kg　ヨネモリ7.1kg　東レ労働組合19kg
㈱セーカン9kg　福島保育園5kg　大釜屋保育園6.7kg　寺井保育園2.5kg
辰口保育園42.8kg （敬称略・順不同）

●エコキャップは、能美市障害福祉サービス事業所　一歩　（宮竹町180－8）でも収集しています。
（本会に寄せられたものも「一歩」に持ち込みます。）➡リサイクル利用や、ポリオワクチンに。（エコキャップ800個で一人分のワクチン）

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

根上ボランティア・コミュニティ活動支援センター（旧西任田保育園内） ☎ 58－4341　FAX 58－4361
寺井ボランティア・コミュニティ活動支援センター（寺井老人福祉センター「亀齢荘」内） ☎ 58－6896　FAX 58－6827
辰口ボランティア・コミュニティ活動支援センター（辰口健康福祉センター内） ☎ 51－6020　FAX 51－6677

ジュニアボランティアクラブ ～小・中学生・保護者会員の活動報告～

傾聴ボランティアに
 興味のある方に

情報

★ 11、12月　介護老人福祉施設　湯寿園に訪問し、高齢者の方々との交
流を深めます。高齢者の方たちとお話して、「どんなことを希望される
のか」を聞き、そして自分たちができることを考え、力をあわせて、楽
しいクリスマス会を行います。

毎月、第3火曜日　午前10時～午後1時まで、辰
口健康福祉センター1階にて、「喫茶あい・テラス」
を開催しています。どなたでも自由に利用できます。
毎回、パン販売やアロマを使ったハンドマッサージ
（1回100円）が受けられます。ほっと、くつろぎに
来てください。
★予定
12月16日㈫
H27
 1月20日㈫
 2月17日㈫
 3月 7日㈯

♡喫茶協力：能美市障害福祉サービス事業所 一歩
　ドリンク：コーヒー・ゆず茶等　　各100円
　スイーツ：クッキー・マドレーヌ　100円前後

♡ボランティア活動展示＆掲示板
「○○したい、してほしい」情報が
集まります。ご相談にも応じます。

10月18日㈯　9:00～12:00　第1回
「ボランティア活動入門・車イス介助体験と

高齢者とのクリスマス会の企画」
高齢者施設で活躍するボランティアグループ「げんきかい」の指導に
より、車イス介助体験を通して、ボランティア活動の基本を知りました。
「ボランティアは人の支えになったり相手が望むことをするのだと分か
りました。車いすは乗った人のスピードと押している人のスピードの
体感速度は、乗った人の方が速く感じるのだと思いました。それと乗
る人の体重を支えるのもむずかしかったです。」

（小学4年会員の感想一部抜粋）

「次はどちらに進む？」介助者は声を
掛け伝えることで安心感を与えます。

体験で気づいたことを発表したり、
企画を話し合ったり、活発!!

情報

★お問い合わせは下記へお願いします。

能美市傾聴ボランティア連絡会「うなづき」
は、隔月第3金曜日（基本）に辰口健康福祉
センター1階にて、研修・連絡会を行ってい
ます。興味のある方は、いつでも見に来てく
ださい。先輩たちと一緒にノウハウを学び、
段階的に実習していきます。
「傾聴」は、お話好
きでなくても大丈
夫、しっかり聴くこ
とが大切なので、ど
なたでもできます。

気軽にボランティアセンターに立ち寄ったり、お茶を飲んだりしませんか

はまなすの丘の皆さんより
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こちらからは　さぁ、あなたも自分にできることを！
能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより

最新ボランティア登録数
3,788
93

(個人も含め)人

グループ

（H26.12.1現在）

こちら側からの 2ページは、ボランティアに関する募集や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

〒923-1226 能美市緑が丘十一丁目50番地1
 （辰口健康福祉センター内）

◉ 本所・辰口支所 （☎ 51－6020　FAX 51－6677）

◉ 訪問介護事業所　　　ヘルパーステーション能美
（☎ 51－6767　FAX 51－6677）

◉ 居宅介護支援事業所　能美ケアプランセンターたつのくち
（☎ 51－6760　FAX 51－6677）

〒923-1104 能美市湯谷町乙25番地
 （寺井老人福祉センター「亀齢荘」内）
◉ 寺井支所 （☎ 58－6896　FAX 58－6827）

〒929-0102 能美市西任田町ロ23番地（旧西任田保育園内）
◉ 根上支所 （☎ 58－4341　FAX 58－4361）
◉ 能美市ファミリー・サポート・センター

　 （☎ 58－4342　FAX 58－4361）
◉ 居宅介護支援事業所　能美ねあがり居宅介護支援事業所

　 （☎ 58－4351　FAX 58－4352）

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

情報

　㈱山本組は、主に能美市内の道路、河川、下水道などの工事を請け負っています。
　社長を含めても10名に満たない会社ですが、道路の里親（※）として、草刈りやゴミ拾いを行っています。
　また、辰口まつりの前には、同業者の皆さんとの道路清掃活動に参加して
います。さらに、事務所内では、古切手や使用済みのインクなどを集めてお
り、微力ではありますが、地域に貢献できるよう努めています。
　これからも、地域貢献の活動を積極的に進めていきたいと考えています。
よろしくお願い致します。

※能美市において、企業や団体の皆さんが、道路の里親として登録され、
子を愛するやわらかな愛情で市道の一定区間の清掃・緑化作業などのお
世話をいただく制度です。

おとうさんの介護入門講座　受講生募集!!

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連 載 No.8　㈱山本組 さん（徳久町）

上清水町の道路環境を守っています

ちょっと知っていると役立つ、家庭で活かせる介護の基礎知識を習得しませんか。
専門職がわかりやすく教えますので気軽にご参加ください。
回数 日　　時 内　　容

1 回 平成27年
1月15日㈭ 10:00～12:00

・市の高齢化状況を理解する
・介護のコミュニケーション

2 回 1月22日㈭ 10:00～12:00 ・歩行介助体験　・車イス介助体験
・ベッド移乗体験

3 回 1月29日㈭ 10:00～12:00 ・おかゆづくり体験　・食事介助体験　

4 回 2月 5日㈭ 10:00～12:00 ・「明日に向かってやってみよう会」との交流
　（地域での助け合いを考える）

おおむね昭和14年～29年生まれの男性の方　定員　先着20名（達し次第締め切り）［無料］
申込みは平成26年12月1日㈪～12月26日㈮　社会福祉協議会本所・支所へご連絡ください。
会場は全て辰口健康福祉センターです。

きれいに
整備されています
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